
2018 年 10 月 3 日 

日高線 勇払・浜厚真間 厚真川橋りょうの復旧について 

2018 年 9 月 6 日に発生した北海道胆振東部地震により、橋桁にずれが生じ、当日より運転を見合わせ

ている日高線厚真川橋りょうの復旧について、概要がまとまりましたのでお知らせします。 

１．これまでの調査等 

9月 6日(木) 未明 北海道胆振東部地震（M6.7）が発生。 

 7日(金) 鉄道総研に復旧に関する技術指導（コンサルティング業務）を依頼。 

 9日(日) JR北海道による現地調査により桁ずれを確認。桁本体や橋脚は損傷なし。

 11日(火) JR北海道による橋脚の健全度調査（衝撃振動試験）を実施。 

 12日(水) 鉄道総研が現地調査を実施。桁15連、橋脚14基、橋台2基を調査。 

 13日(木)～25日(火) 鉄道総研による検討（桁ずれの影響、橋脚基礎の被害推定、復旧方法）。

 28日(金) 鉄道総研コンサルティング報告書を受領。 

２．鉄道総研コンサルティング報告（抜粋）

（被害概要） 

「3P、4P、13P上で、鉄筋コンクリート桁がずれていた。それ以外の全ての鉄筋コンクリート桁、鋼桁、支承、

橋脚の地表部に列車走行に問題が生じる損傷は生じていなかった。」 

（要因推定） 

「4P、13P 上の鉄筋コンクリート桁に大きなずれが生じた要因は、4P、13P が

鉄筋コンクリート桁の連続する区間と鋼桁の連続する区間の境界に位置し

ており、桁ずれが生じやすいため。 

（復旧方法） 

「4P､13P 上の鉄筋コンクリート桁は､桁を据え直し､落橋のリスクを低減する

ために桁座の拡幅を行うとよい。」 

（復旧後の維持管理） 

「運行再開後に､橋脚天端の変位について監視を行い､一定期間有意な変位が

生じていなければ、橋脚の地中部や基礎に損傷が生じていないと考えてよい。

橋脚に変位が生じた場合には､橋脚や基礎の補強等を行う必要がある。」 

３．工 程

４．運転再開見込みについて 

現時点で12月上旬を見込んでいます。 
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厚真川橋りょう

○位置 日高線 勇払・浜厚真間 22k050m
○橋りょう長 255.3m
○構造 鉄筋コンクリート桁 10.5m× 1連、13.5m×5連 鋼桁 19.7m× 9連
○竣功 昭和31年2月
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